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　はじめに

ハゼ科ナンヨウボウズハゼ属 Stiphodon Weber, 

1895は両側回遊の生活史を送る小型の陸水性魚

類であり（Maeda, 2013；前田，2018），吻が丸く，

口が下位であること，上顎に櫛状の 3尖頭の歯列

があること，下顎に皮質に被われた唇歯と犬歯状

歯（雌ではこれを欠く種もいる）があることなど

の特徴をもつ （前田，2018）．本属魚類はインド・

太平洋から約 30種が知られており，国内からは

7 種が確認されている（前田，2018；武内，

2019）．そのうちナンヨウボウズハゼ Stiphodon 

percnopterygionus Watson and Chen, 1998は琉球列

島において比較的よくみられる普通種であり

（Maeda, 2013），同列島では大隅諸島（種子島・

屋久島・口永良部島），奄美群島（奄美大島・加

計呂麻島），沖縄諸島（沖縄島・久米島），および

八重山諸島（石垣島・西表島・与那国島）から記

録されていた（吉郷，2014）．

2019年 3月に徳之島天城町湾屋川中流域にて

3個体のナンヨウボウズハゼが採集された．これ

らの標本は徳之島におけるナンヨウボウズハゼの

初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法および頭部感覚器官の

名称は明仁親王（1984）とMaeda (2013)にしたがっ

た．雌雄の判別は前田（2018）にしたがった．標

準体長は体長または SLと表記した．体各部の計

測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行

い，計測値は体長に対する百分率で示した．生鮮

時の体色の記載は，3個体の鹿児島県産標本（記

載標本の項を参照）のカラー写真に基づく．標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本［全て鹿児島県

大島郡天城町湾屋川産］は鹿児島大学総合研究博

物館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮

時の写真は同館のデータベースに登録されてい

る．

　結果と考察

Stiphodon percnopterygionus Watson and Chen, 1998

ナンヨウボウズハゼ　（Fig. 1; Table 1）

標本　3個体（体長 24.7–31.0 mm）：KAUM–I. 

138175，雌，体長 31.0 mm，KAUM–I. 138176，雌，

体長 24.7 mm，KAUM–I. 138177，雌，体長 25.4 

mm，徳之島天城町湾屋川中流域，水深 0.1 m，
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記載　計数形質と各体部の体長に対する割合

をTable 1に示した．体は前後方向に長く，円筒形．

体背縁は吻端から眼上にかけて上昇し，そこから

第 2背鰭起部にかけて緩やかに上昇する．その後

第 2背鰭起部から尾柄にかけて緩やかに下降す

る．体腹縁は吻端から下顎前端にかけて下降し，

そこから腹鰭起部にかけて緩やかに下降する．そ
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の後腹鰭起部から背鰭前方直下にかけて上昇し，

そこから肛門にかけて緩やかに下降する．肛門か

ら尾柄にかけては緩やかに上昇する．胸鰭基底下

端は胸鰭基底上端よりも前方に位置し，腹鰭基部

よりも後方に位置する．胸鰭後縁は円滑で，後端

は第 1背鰭の第 5棘直下を超える．腹鰭は左右が

癒合し，吸盤状．第 1背鰭は低く，伸長しない．

第 1背鰭起部は腹鰭後端よりやや後方に位置し，

第 1背鰭基底後端は肛門より前方に位置する．第

2背鰭起部は臀鰭起部より前方に位置し，第 2背

鰭基底後端は臀鰭基底後端より前方に位置する．

尾鰭は丸みを帯びた截形．鼻孔は 2対で前鼻孔は

吻端付近に位置し，後鼻孔は眼前方に位置する．

眼および瞳孔は正円形に近い．口は下位で上唇側

面の中央に切れ込みはない．上顎後端は眼の中央

下に達しない．上顎には 3尖頭の歯の列があり，

下顎には犬歯状の歯を欠く．体側は櫛鱗で密に被

われる．

色彩　生鮮時の色彩 –体背面から体側下部に

かけて黄褐色を呈し，体腹面は黄色みを帯びた白

色．体側上部と中央には吻端から尾鰭基底にかけ

て 2本の黒色縦線が入り，それぞれ眼と胸鰭基底

を通る．尾鰭基底に大きな楕円形の黒色斑があり，

その周囲は黄色みがかる．頭部は背面から上顎上

部にかけて黄褐色を呈し，下顎から腹面にかけて

は白色を呈する．各鰭の鰭膜は白色半透明で背鰭，

胸鰭，臀鰭，および尾鰭の鰭条は黄色みがかる．

瞳孔は白色で（生時は黒色），虹彩は暗褐色を呈

する．

分布　日本から台湾，中国広東省，パラワン島，

Fig. 1. Preserved specimens (A, B) and live individual (C) of Stiphodon percnopterygionus collected from Tokuno-shima island, Amami 
Islands, Kagoshima Prefecture, Japan. A: KAUM–I. 138176, female, 24.7 mm SL; B, C: KAUM–I. 138175, female, 31.0 mm SL.
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グアム島，およびパラオ島から記録されている（前

田，2018）．国内においてはこれまでに小笠原諸島，

静岡県，紀伊半島，高知県，宮崎県，鹿児島県本

土，大隅諸島（種子島・屋久島・口永良部島），

奄美群島（奄美大島・加計呂麻島），沖縄諸島（沖

縄島・久米島），および八重山諸島（石垣島・西

表島・与那国島）から記録されていた（鈴木・渋

川，2004；中尾・平嶋，2012；明仁ほか，2013；

吉郷，2014；Nakae et al., 2018；武内，2019）．本

研究によって新たに奄美群島の徳之島から本種が

記録された．

備考　徳之島産の標本は，上唇側面の中央付

近に切れ込みがないこと，体側前方の体側鱗が疎

らでないこと，背鰭軟条数が 10，胸鰭軟条数が

14，雌には下顎に犬歯状歯を欠くことなどの特徴

が明仁ほか（2013）と前田（2018）によって示さ

れたナンヨウボウズハゼの特徴とよく一致したた

め本種に同定された．

ナンヨウボウズハゼの日本国内における記録

は「分布」の項目で述べたとおりであり，徳之島

における魚類相を調査した研究（例えば，

Mochida and Motomura, 2018；萩原，2019）にお

いても本種は記録されていない．したがって，本

報告は徳之島におけるナンヨウボウズハゼの初め

ての記録となる．

ナンヨウボウズハゼは河川の上流から中流の

流れの緩やかな瀬や淵を好むとされているが（鈴

木・渋川，2004；武内，2019），本研究において

記載を行った個体は湾屋川中流域の水深のごく浅

く，流れの速い平瀬から採集された．ナンヨウボ

ウズハゼは約 20 mmで成熟すると推測されてお

り（前田，2018），本研究において記載を行った

標本は成熟個体であると考えられる．また，3月

に採集されたことから河川内にて越冬したと 考

えられる．
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